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短報 

 

熊本県におけるミズカメムシ科 4 種の記録 
 

中薗洋行*1・相本篤志*2 

 
*1 熊本県博物館ネットワークセンター *2 山口県防府市石が口 3-10-10-2-B202 

 
キーワード：熊本県，ミズカメムシ科，初記録，キタミズカメムシ，ウミミズカメムシ 

 

 

はじめに 

 ミズカメムシ科Mesoveliidaeは，カメムシ目Heteroptera
アメンボ下目Gerromorphaに属し，世界で約50種，日本

からは2属6種が記録されている（林・宮本 2018，中島

ほか 2020）．このうち5種はミズカメムシ属Mesovelia

に含まれ，多くの種が水生植物のある池沼や湿地など

の水面上に比較的普通に生息しているものの，体長

3mm前後と非常に小さく，また，互いに酷似していて同

定が難しいため，分布情報が不足している分類群とされ

て い る （ 岩 田  2012 ， 渡 部 ほ か  2014 ， 佐 野 ほ か 

2018，渡部 2018）．本属の種の中には比較的最近に

なって国内に分布することが認識された種もあり，また，

林・宮本（2005），矢崎・石田（2008），野崎・野崎

（2011），渡部ほか（2014），三田村ほか（2017），林・

宮本（2018）などの同定に有用な資料が出されたのも

最近のことで，それ以前の古い記録は誤同定されてい

るおそれがある（野崎・野崎 2004，岩田 2012，渡部

ほか 2014，林ほか 2016）． 

本科は熊本県においては，河川水辺の国勢調査の確

認種リストの中にいくつかの種の確認記録が見られるも

のの，正式に発表されたものとしては野崎ほか（2016）

があるに過ぎない．筆者らは2016年から2022年にか

けて熊本県内で調査を行い，県初記録種を含む2属4

種のミズカメムシ科を確認しているので報告する． 

 
採集記録 

1. キ タ ミ ズ カ メ ム シ Mesovelia egorovi Kanyukova, 
1981（図1） 

2♀， 熊 本 県 上 天 草 市 松 島 町 合 津 西 の浦， 15-Ⅹ-

2019，相本篤志採集・保管 

1♂1♀，熊本県上天草市松島町合津西の浦，21-Ⅹ-

2019，中薗洋行採集・熊本県博物館ネットワークセンタ

ー保管（NB15-010942～NB15-010943） 

 

 

2♂3♀1L，熊本県上天草市松島町合津西の浦，4-Ⅺ-

2019，中薗洋行採集・保管 
 

 
 

図 1 キタミズカメムシ． 

 
 国内ではMiyamoto & Hayashi（1998）によって北海道

から初記録された種であるが，近年になって本州でも福

島県，島根県，岡山県，鳥取県，茨城県などから相次い

で生息地が見つかり（林ほか 2016，渡部 2020，金

田・渡部 2021，山崎・渡部 2021），さらには遥か南方

の奄美大島からも発見されている（野一色 2020）．九

州本土では伊藤・中島（2021）により大分県と福岡県か

ら記録されており，熊本県からは本報告が初記録となる． 

 体長は2.4-3.7mm，中脚腿節には棘列をもち，雄の

第8腹板腹面には中央に1つの黒い毛束，雌の第9腹板

腹面には1対の短い棘状突起がある．海岸や汽水湖周

辺の，ヨシPhragmites australis (Cav.) Trin. ex Steud.など

の水生植物が繁茂する止水域に生息する（林ほか 

2016，三田村ほか 2017，林・宮本 2018，中島ほか 

2020，渡部 2020，伊藤・中島 2021，金田・渡部 

2021，山崎・渡部 2021）．上天草市西の浦の生息地

は海に隣接した塩性湿地（図2）で，海とは堤防や水門

で隔てられているものの，潮の満ち干と同調して湿地の

水位も変動しているため，海水の出入りが少なからずあ

るようである． 

♂ ♀ 

――――――――――――――――――――――――― 

2022年11月15日受付 2023年2月21日受理 

＊1熊本県宇城市松橋町豊福1695 
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図 2 キタミズカメムシの確認環境． 

（上天草市西の浦） 

 
2. マダラミズカメムシMesovelia japonica Miyamoto, 
1964（図3） 

1♂1L，熊本県熊本市富合町木原雁回山，2-Ⅸ-2016，

中薗洋行採集・熊本県博物館ネットワークセンター保管

（NB15-009737～NB15-009738） 

2♂1♀，熊本県熊本市富合町木原雁回山，14-Ⅺ-

2017，中薗洋行採集・保管 

1♀，熊本県上天草市大矢野町中，10-Ⅺ-2019，中薗

洋行採集・熊本県博物館ネットワークセンター保管

（NB15-010967） 

2♂3♀，熊本県熊本市富合町木原雁回山，31-Ⅹ-

2022，中薗洋行採集・保管 

 

 
 

図 3 マダラミズカメムシ． 

 
 国内では本州（東海地方以西），四国，九州，南西諸

島に分布する．九州では福岡県からのみ生息が知られ

ていたが，近年になって鹿児島県の甑島列島（下甑島）

と熊本県の天草諸島（下島牛深）からも記録された（野

崎ほか 2015，野崎ほか 2016）． 

体長は2.1-2.8mmとやや小型で，中脚腿節内縁に

棘列をもたない点で比較的容易に同属他種と区別する

ことができる．林内など薄暗い環境にある止水域を好み

（渡部ほか 2014，三田村ほか 2017，林・宮本 2018，

佐野ほか 2018，渡部 2018，中島ほか 2020），熊

本市雁回山でも，林内を流れる細流の淀み（図4）から

複数の個体が確認された． 
 

 
 

図 4 マダラミズカメムシの確認環境． 

（熊本市雁回山） 

 

3. ミズカメムシMesovelia vittigera Horváth, 1895（図5） 

4♂2♀，熊本県天草市天草町大江浜里お万が池公園，

3-Ⅺ-2019，中薗洋行採集・保管 

5♂，熊本県上天草市大矢野町登立，10-Ⅺ-2019，中

薗洋行採集・熊本県博物館ネットワークセンター保管

（NB15-010957～NB15-010961） 

1♀，熊本県上天草市大矢野町中，10-Ⅺ-2019，中薗

洋行採集・熊本県博物館ネットワークセンター保管

（NB15-010968） 

3♂4♀，熊本県宇土市花園町，3-Ⅺ-2022，中薗洋

行 採 集 ・ 熊 本 県 博 物 館 ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー 保 管

（NB15-012304～NB15-012310） 

5♂2♀，熊本県山鹿市菊鹿町木野，14-Ⅺ-2022，中

薗洋行採集・保管 

 

 
 

図 5 ミズカメムシ． 

 
 

♀ ♂ 

♀ ♂ 
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 国内では本州，四国，九州，対馬，南西諸島に分布す

る．体長は2.3-3.4mm，中脚腿節には棘列をもち，雄

の第8腹板腹面には中央に1つの黒い毛束，雌の第9腹

板腹面には1対の短いコブ状突起がある．主に平地の浮

葉植物が豊富な止水域を好むが（山尾・中尾 2005，

林・宮本 2018，中島ほか 2020），汽水域や海岸に近

い水辺での採集例も多く知られている（日浦 1967，矢

崎・石田 2008，渡部ほか 2014，佐野ほか 2018）．

熊本県内では5ヵ所で見つかったが，このうち上天草市

大矢野町登立，宇土市花園町，山鹿市菊鹿町木野の生

息地は，平地～丘陵地にあるヒシTrapa jeholensis Nakai
の繁茂したため池（図6-a）で，天草市お万が池公園の

生息地は，お万が池の上流側に位置する汽水域の小さ

な池（図6-b）である． 

 

 

 
 

図 6 ミズカメムシの確認環境． 

（a：上天草市大矢野町登立 b：天草市お万が池公園） 

 
4. ウミミズカメムシSpeovelia maritima Esaki, 1929（図

7） 

2♂4♀，熊本県天草市天草町高浜北白鶴浜，18-Ⅶ-

2020，中薗洋行採集・熊本県博物館ネットワークセン

ター保管（NB15-011126～NB15-011131） 

2♂1♀，熊本県天草市天草町高浜北白鶴浜，7-Ⅸ-

2022，中薗洋行採集・保管 

 

 
 

図 7 ウミミズカメムシ． 

 
 現在のところ日本固有種で，北海道，本州，四国，九

州，小笠原諸島，南西諸島に分布する．九州では長崎

県の五島列島（中通島近海）からのみ知られていたが

（宮本 1955），近年になって大分県からも記録された

（伊藤・山本 2013）．熊本県からは本報告が初記録と

なる． 

日本産本科で唯一のウミミズカメムシ属Speoveliaで，

体長は3.0-4.5mmと大きく，ミズカメムシ属各種に比

べて触角や頭部が長いなど体型にも違いが見られる． 

和歌山県の海蝕洞から採集された標本を基にEsaki

（1929）によって記載され．長らく海蝕洞内の石下や壁

面に生息する種と考えられていたが（青木 1954，林・

久芳 1993，林ほか 2009），礫浜の石下や礫間（青木 

1958，中村 2005，林 2007，矢崎・石田 2008，林

ほか 2009，松田 2016，2018），ときには消波ブロッ

ク間（中村 2005，林・山本 2011）にも生息することが

分かっている．これらの環境は直射日光，大きな温度変

化，乾燥，波浪などを避けることができ，かつ適度に海

水を被るという点で，海蝕洞に類似している．今回本種

が確認された天草町白鶴浜は，おそらく熊本県内で最

も自然状態がよく保存されている砂浜で，一見これまで

に知られている本種の生息環境とは趣を異にするが，夜

間，砂浜から海に向かって伸びている石積み突堤北側

面の潮間帯（図8）のみで，石の表面や砂上を徘徊して

いる複数の個体が見られた．昼に再び現地を訪れた際

には全く姿が見られなかったことから，日中はやはり海

蝕洞に類似した環境である石積みの中で生活している

ものと思われる． 

 

b 

a 

♀ ♂ 
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図 8 ウミミズカメムシの確認環境． 

（天草市白鶴浜） 

 
まとめ 

 筆者らの調査により，熊本県内から初記録となる2種

を含む2属4種のミズカメムシ科が確認された．日本か

ら知られている本科のうち，確認できなかったのはヘリ

グロミズカメムシM. thermalis Horváth, 1915とムモンミ

ズカメムシM. miyamotoi Kerzhner, 1977の2種である

が，前者はこれまで九州からは見つかっておらず，少な

くとも現時点において熊本県には分布していないものと

考えられる．一方，ムモンミズカメムシは九州にも分布し

ており（三田村ほか 2017，林・宮本 2018，中島ほか 

2020），中島淳博士からの私信によると，福岡県内で

は平地のため池で普通に見られるとの事である．本種は

本州などにおいて，浮葉植物の多い止水域で普通に見

られる種とされているものの，今回の調査において同様

の環境では本州などではむしろ少ないとされているミズ

カメムシのみが確認された．野崎ほか（2015）による鹿

児島県甑島列島（下甑島）での調査，および野崎ほか

（2016）による熊本県天草諸島（下島牛深）での調査に

おいても，それぞれ20個体ほどのミズカメムシが確認さ

れている一方で，ムモンミズカメムシは確認されていな

い．これらから，温暖な熊本県においては，より北方に偏

った分布域を持つムモンミズカメムシよりも，ミズカメム

シの方が優勢となっている可能性が考えられる．ただし，

調査不足は否めないため，さらに詳しい調査が必要で

あろう． 
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